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研究要旨  
 2020 年 4 月より全面施行された改正健康増進法および東京都受動喫煙防止条例により、

全国の飲食店の約 45％、東京都では 84％の飲食店において、屋内完全禁煙または喫煙専用

室の設置による客席の全面禁煙化が義務となった。一定数の飲食店等に設置される喫煙専

用室からタバコ煙の漏れの有無とその程度、漏れの程度を最小限に抑えるための工夫を明

らかにする研究が必要である。 
 従来、喫煙専用室からタバコ煙の漏れを評価するために、喫煙に伴って上昇する微小粒子

状物質（PM2.5）濃度の重量濃度（μg/m3）の測定が行われてきた。昨年度の先行研究では、

クリーンルーム等の環境評価に用いられる粒子数濃度（１リットルあたりの粒子数）を用い

ることで、より精密な評価が可能であることを明らかにした。今年度は実際のホテルの喫煙

ルーム内と禁煙ルーム内の粉じんの個数濃度、さらに、喫煙フロアと禁煙フロアを往復しな

がら廊下の粉じんの個数濃度の検討を行った。 

 
A．研究目的 
 2020 年 4 月より全面施行された改正健

康増進法および東京都受動喫煙防止条例の

施行により、全国の飲食店の約 45％、東京

都では 84％の飲食店において、屋内完全禁

煙または喫煙専用室の設置による客席の全

面禁煙化が義務となる。 
 全面禁煙ではなく、喫煙専用室を設置す

る選択をした飲食店においては、タバコ煙

の漏れの有無とその程度、喫煙専用室を使

用し続ける場合はその漏れを最小限に抑え

る工夫を明らかにすることが必要である。  
 当研究室ではこれまで、喫煙専用室から

の漏れを評価するために、喫煙に伴って上

昇する微小粒子状物質（PM2.5）の重量濃度

（μg/m3）を測定する機器を用いて行って

きた。しかし、この測定器の分粒機能は、粒

子径が 2.5μm の粒子を 50％カットする、

というものであり、屋外の土石や衣服の繊

維等に由来する数μm の粒子の混入をゼロ

にはできない。 
タバコの燃焼から発生する粒子は副流煙

の粒子径の度数分布のピークは 0.4μm
（0.2〜0.6μm）、主流煙のピークは 0.5μm
（0.3〜0.7μm）、呼出煙は 0.7μm（0.5〜
1.0μm）であることが報告されており（東

敏昭ら, 日公衛誌, 1985）、先行研究におい

て、線香の煙を用いてクリーンルーム等の

環境評価に用いられる粒子径別に粉じんの

個数濃度をリアルタイムモニタリングでき

るパーティクルカウンターで精密に計測が

可能であることを明らかにした。今年度は



   
 

実際のホテルの喫煙ルームと禁煙ルーム、

および、喫煙フロアと禁煙フロアの廊下の

粉じんの個数濃度の検討を行った。 
 
B．研究方法 
 喫煙されている客室からのタバコ煙の漏

れを精密に評価するために、６種類の粒子

径（0.3/ 0.5/ 1.0/ 2.0/ 5.0/ 10.0μm）の１リ

ットルあたりの個数を別々に計測ができる

パーティクルカウンター（ベックマン・コー

ルター社製, METONE ハンドヘルドパー

ティクルカウンター HHPC+）を用いた。 
 北九州市内の某ホテルの協力を得て、喫

煙フロアの喫煙ルームと禁煙フロアの禁煙

ルームの客室内にそれぞれ 1 台を固定し、

さらに、1 台の粉じん計を保持して喫煙フ

ロア（12 階）と禁煙フロア（11 階）を往復

する実験を行った。測定は、一般客がチェッ

クインし、喫煙を行い始めた 18 時過ぎから

30 分間行われた。 
 
C．結果 
１）某ホテルの喫煙ルーム、禁煙ルーム、喫

煙フロア・禁煙フロアの粒子径別、粉じん個

数濃度 
タバコ煙の粒子径に相当する 0.3μm、0.5
μm、1.0μm の粒子の個数濃度の測定結果

をそれぞれ図 1〜3 に示す。 
喫煙フロアと禁煙フロアを４往復したと

ころ、喫煙フロアの喫煙ルームで喫煙が行

われている部屋の周囲は粒子径が 0.3〜
1.0μm の粉じんの濃度が高くなり、廊下に

漏れていることが認められた。 
禁煙フロアの禁煙ルーム内の粉じん濃度

はまったく上昇しないことが認められた。 
喫煙ルーム内の 0.3〜1.0μmの粉じん濃度

は若干上昇し、喫煙が行われている別の部

屋からの汚染が発生していることが考えら

れた。 
 

 
図 1. 粒子径 0.3μmの個数濃度 

 

 
図 2. 粒子径 0.5μmの個数濃度 

 

 
図 3. 粒子径 1.0μmの個数濃度 

 
 
 



   
 

 図4〜6に示す粒子径が2.0μm、5.0μm、

10μm の粉じんの個数濃度は低く、喫煙フ

ロアと禁煙フロアに差を認めなかったこと

から、室内の埃や絨毯の繊維などの浮遊粉

じんを反映していると考えられた。 
 

 
図 4. 粒子径 2.0μmの個数濃度 

 

 
図 5. 粒子径 5.0μmの個数濃度 

 

 
図 6. 粒子径 5.0μmの個数濃度 

 

D．考察 
 改正健康増進法、および、東京都受動喫煙

防止条例によって飲食店等に設置される喫

煙専用室からのタバコ煙の漏れの有無、お

よび、その程度はタバコの燃焼によって発

生する微小粒子状物質（粒子径：0.3μｍ、

0.5μm、 1.0μm）の個数濃度で精密に評

価できることが認められた。 
 2020 年度は新型コロナウイルスの蔓延

防止のため実際の店舗での測定が出来なか

った。今後、制限が解除され次第、実際の飲

食店等に設置されている喫煙専用室とその

周囲、および、禁煙区域で測定、評価するこ

とが必要である。 
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